
学校の話題 町内小中学校の様子をお知らせするため、
定期的に掲載を行っています。

　地域学校協働活動の取組として、地域の方々に、書き初めと３年生の面接指導にご協力をいただいています。
　書き初めでは、各クラスに入っていただき書き方の指導・サポートをしていただいています。自分が書いた習
字について「どっちがいいですか」と質問する生徒もいて、和やかな雰囲気で活動できました。
　３年生の面接指導では、普段かかわっている先生以外の方から面接をしていただくことで、緊張感を持って練
習することができました。なかなか上手く話せず、「もう一回練習できませんか」というグループもありました。
入試を目前にとてもよい刺激となっていました。
　前回の起業体験活動もそうですが、いろいろな場面でたくさんの地域の方々に支えられて、今年度の活動も有
意義に行うことができました。また、今後の生徒の成長した姿を見ていただきたいと思います。ありがとうござ
いました。

地域の方々に支えられて　～書き初め・面接指導～

〈菊水中学校〉
　１月23日金、菊水中学校では「和水町の将来 ～笑顔輝き　魅力あふれる　和水町～」をテーマに和水町の地域
創生を考える２時間の授業が行われました。講師として、玉名教育事務所の社会教育主事、大丸　廣幸先生をお
迎えしました。その他に、熊本県教育委員会、玉名教育事務所、和水町教育長、和水町議会議員、菊水地区学校
運営協議会委員など多くの方が参観されました。
　図書室に２年生全員が集まり、和水町役場の大庭さんから35年後には和水町の人口が半減するであろうことな
ど町の現状についての話を聞きました。その後７班に分かれて和水町のよいところを人、もの、出来事の３つに
ついて出し合い、各班で出た意見をタブレットを用いて電子黒板で発表し、和水町のよさを共有しました。
　２時間目には「笑顔輝き魅力あふれる和水町をつくるのは私たち」をメインテーマに今の自分たちにできること、
大人や地域の方にやってほしいこと、行政にやってほしいことの３つに分類して発表しました。和水町の次世代
を担う生徒達は真剣に考え、発表し、和水町議会議員の方々も生徒の意見に頷いておられました。以下感想を紹
介します。
【生徒の感想】
・�授業を終えて、私たちがこれからは和水町を支え、良くしていかなければならないんだと改めて実感しました。

これからは大好きな町やこれから暮らす誰かの為に、今の私に何ができるかを考え、できることから実践して
いきたいです。

・�私は和水町が大好きです。この町の良さをもっといろんな人
達に広めることができたらなと思いました。先日、町に入る
とき、境界看板に「ようきなはった」と書いてあり、「めっちゃ
いいな」と思いました。このようなことを皆と共有したり、
発表し合ってとてもいい機会になりました。

・�和水町は子ども支援が手厚く、今、自分的に住みやすいなと
思っているけれども、大人になった時はと考えると、少し不
便だと感じます。学びを深める良い授業でした。
【学校職員の感想】
・�今後も「町の後継者を育てる」という認識を幼保等・小・中

学校や地域、行政と共有し実践を深めていこうと思いました。

〈三加和中学校〉
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